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平成２４年度実施方針 

 

新エネルギー部 

 

１. 件 名 ： 再生可能エネルギー熱利用計測技術実証事業 

 

２. 根拠法 

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構法第１５条第１項第１号ロ 

 

３. 背景及び目的・目標 

２０１０年６月に閣議決定された「エネルギー基本計画」においては、２０２０年

までに一次エネルギー供給に占める再生可能エネルギーの割合を１０％まで高めると

の目標が設定されているが、このなかで利用拡大すべき再生可能エネルギーとして、

太陽熱、地中熱等があげられている。 

再生可能エネルギーとしての熱利用を拡大するためには、グリーン熱証書の利用な

ど環境価値の経済価値化に向けた取り組みが必要となっているが、その前提として、

熱量を低コストで高い信頼性のもとで計測する技術の確立が求められている。本事業

では、太陽熱利用設備、地中熱利用設備及び雪氷熱利用設備において、使用される熱

量を低コストかつ２０％未満の誤差で計測する技術を確立する。 

 

［共同研究事業］ 

最終目標（平成２５年度） 

太陽熱利用設備、地中熱利用設備及び雪氷熱利用設備において、使用される熱量を

低コストかつ２０％未満の誤差で計測する技術を確立する。 

 

４．実施内容及び進捗（達成）状況   

 (１)平成２３年度（共同研究）事業内容 

平成２３年度は、公募により共同研究者を選定し、以下の研究開発を実施した。実

施体制については別紙を参照のこと。 

 

研究開発項目① 太陽熱利用計測技術 

  太陽熱利用設備（太陽熱とボイラー等を併用して給湯や空調などを行う設備）を

５９件（住宅向け給湯システム４７件、業務用冷暖房システム２件、空気集熱式シ

ステム１０件）設置し、積算熱量計による基準の計量システムと機器内部センサー

等による簡易計測システム及び推定に必要な外気温等の計測システムを構築し、

データ取得を開始した。 

 

研究開発項目② 地中熱利用計測技術 

  地中熱利用設備（地中熱をヒートポンプ等を用いて空調・給湯等に利用する設備）
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を１１件（管内計測９件、管外計測２件）設置し、一次側（地中より熱を取り出す

採熱側）及び二次側（居住空間等で消費される使用熱側）に積算熱量計等の基準の

計量システムと、簡易流量センサー等による簡易計測システム及び推定に必要な地

中温度等の計測システムを構築し、データ取得を開始した。 

 

研究開発項目③ 雪氷熱利用計測技術 

  雪氷熱利用設備（雪や氷を利用して一定の空間を冷却する設備）を１件設置し、

基準となる風量や温湿度計測による計測システムと、簡易計測の風量や温湿度計測

による簡易計測システム、推定に必要な外気温や日射量等の計測システムを構築し、

データ取得を開始した。 

 

（２）実績推移 

 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

実績額推移（百万円）： 

需給勘定 
３１５ － － 

特許出願件数（件） ０ － － 

論文発表数（報） ０ － － 

フォーラム（件） ５ － － 

 

５．事業内容 

(１)平成２４年度（共同研究）事業内容 

平成２３年度に選定を行った共同研究者により、以下の研究開発を実施する。実施

体制については別紙を参照のこと。 

 

研究開発項目① 太陽熱利用計測技術 

実証の確度を上げるため、平成２３年度に引き続き太陽熱利用設備（太陽熱とボイ

ラー等を併用して給湯や空調などを行う設備）を３６件（住宅向け給湯システム３６

件）設置する。新たに設置する３６件と平成２３年度に設置した５９件の設備を対象

に構築した計測システムにより、データを引き続き取得する。積算熱量計による基準

の計量と機器内部センサー等による簡易計測の熱量を比較する事で、簡易計測手法の

確立に資するデータ取得を行う。また、取得したデータを元に、熱量を推定する手法

も検討する。 

 

研究開発項目② 地中熱利用計測技術 

平成２３年度に設置した地中熱利用設備（地中熱をヒートポンプ等を用いて空調・

給湯等に利用する設備）１１件を対象に構築した計測システムにより、データを引き

続き取得する。取得したデータを比較・検討し地中熱利用設備の地中より取り出した

熱量と居住空間等で消費される熱量の関係を検証する。また、取得したデータを元に、

熱量を推定する手法の検討も行う。 
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研究開発項目③ 雪氷熱利用計測技術 

平成２３年度に設置した雪氷熱利用設備（雪や氷を利用して一定の空間を冷却する

設備）１件を対象に構築した計測システムにより、データを引き続き取得する。取得

したデータを比較・検討し雪氷熱利用設備の貯蔵空間で使用される冷熱量の検証を行

う。また、取得したデータを元に、熱量を推定する手法の検討も行う。 

 

（２）平成２４年度事業規模 

需給勘定 １３７百万円（継続） 

事業規模については、変動があり得る。 

 

６．その他重要事項 

（１）運営・管理 

ＮＥＤＯは、事業内容の妥当性を確保するため、社会・経済的状況、内外の研究

開発動向、政策動向、プログラム基本計画の変更、評価結果、研究開発費の確保状

況、当該事業の進捗状況等を総合的に勘案し、達成目標、実施期間、事業体制等、

基本計画の見直しを弾力的に行うものとする。 

（２）複数年度契約の実施 

  平成２３年度～平成２５年度の複数年度契約を行う。 

 

７．実施方針の改訂履歴 

（１）平成２４年３月２６日 制定。 
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（別紙）平成２４年度事業実施体制図 

①太陽熱利用計測技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再 委 託  日 本 環 境 技 研 株 式 会 社  

研 究 実 施 場 所 ：日 本 環 境 技 研  

研 究 項 目 ：シミュレーション手 法 （見 なし計

量 ）の実 証  

東 京 ガス株 式 会 社  

研 究 実 施 場 所 ： 各 地 の実 住 戸 等  

研 究 項 目 ：実 負 荷 および模 擬 負 荷 による高 精 度 計 量

と簡 易 計 量 （機 器 内 蔵 センサによる）の測 定 誤 差 計

量 、シミュレーションによるみなし計 量 との測 定 誤 差 計

量  

 

独 立 行 政 法 人 建 築 研 究 所  

研 究 実 施 場 所 ：建 築 研 究 所  

研 究 項 目 ：模 擬 負 荷 による高 精 度 計 量 と簡 易 計 量 の

測 定 誤 差 計 量  

 

矢 崎 資 源 株 式 会 社  

研 究 実 施 場 所 ：各 地 の実 住 戸 等  

研 究 項 目 ：実 負 荷 および模 擬 負 荷 による高 精 度 計 量

共 同 研 究  

（ＮＥＤＯ負 担 率 ２／３） 

東 京 ガス株 式 会 社  

研 究 実 施 場 所 ：本 社 ソリューション技 術 部  

          空 調 技 術 グループ（東 京 都 港 区 ） 

研 究 項 目 ：太 陽 熱 利 用 冷 房 システムにおける簡 易 的

熱 量 計 による利 用 熱 量 等 計 測 技 術 の開 発 （実 証 試 験

サイト準 備 （供 試 熱 量 計 等 の配 管 組 込 み、データロ

ガー設 置 等 ）、ソーラークーリングシステム運 転 管 理 お

よび総 合 評 価 ） 

 

株 式 会 社 山 武  

研 究 実 施 場 所 ：藤 沢 テクノセンタ（神 奈 川 県 藤 沢 市 ） 

研 究 項 目 ：太 陽 熱 利 用 冷 房 システムにおける簡 易 的

熱 量 計 による利 用 熱 量 等 計 測 技 術 の開 発 （超 音 波 式

体 積 流 量 計 測 部 の信 頼 性 調 査 （データ計 測 、分 析 ）、

および総 合 評 価 ） 

ＯＭソーラー株 式 会 社  

研 究 実 施 場 所 ：ＯＭソーラー株 式 会 社 （静 岡 県 浜 松

市 ） 

研 究 項 目 ：簡 易 軽 量 による太 陽 熱 取 得 量 計 測 手 法 の

開 発 。シミュレーションによる太 陽 熱 取 得 量 推 定 手 法

の開 発    

  

独 立 行 政 法 人 建 築 研 究 所  

研 究 実 施 場 所 ：建 築 研 究 所 （茨 城 県 つくば市 ） 

研 究 項 目 ：簡 易 計 量 による太 陽 熱 取 得 量 計 測 手 法 の

開 発 。シミュレーションによる太 陽 熱 取 得 量 推 定 手 法

共 同 研 究  

（ＮＥＤＯ負 担 率 ２／３） 

共 同 研 究  

（ＮＥＤＯ負 担 率 ２／３） 

ＮＥＤＯ 
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平成２４年度事業実施体制図 

②地中熱利用計測技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

共 同 実 施  

研 究 実 施 場 所 ：日 伸 テクノ（北 海 道 札 幌 市 ）

研 究 項 目 ：簡 易 計 測 技 術 測 定 精 度 の検 証  

再 委 託  

研 究 実 施 場 所 ： ジオシステム株 式 会 社 （東

京 都 練 馬 区 ） 

ジオシステム株 式 会 社  

株 式 会 社 日 伸 テクノ  

再 委 託  
国 立 大 学 法 人 山 梨 大 学  

研 究 実 施 場 所 ：山 梨 大 学 （山 梨 県 甲 府 市 ） 

研 究 項 目 ：地 中 熱 熱 量 計 測 技 術 比 較 、検

討 評 価  

再 委 託  

ジオシステム株 式 会 社  

研 究 実 施 場 所 ： ジオシステム株 式 会 社 （東

京 都 練 馬 区 ） 

研 究 項 目 ：新 たな熱 計 測 システムの開 発 ・

安 定 性 の確 立  

再 委 託  
独 立 行 政 法 人 産 業 技 術 総 合 研 究 所  

研 究 実 施 場 所 ： 産 業 技 術 総 合 研 究 所 （茨

城 県 つくば市 ） 

研 究 項 目 ：安 価 計 測 技 術 の提 案 、開 発 。 

ＪＦＥエンジニアリング株 式 会 社  

研 究 実 施 場 所 ： 地 中 熱 空 調 部 （神 奈 川 県 横 浜 市 ） 

研 究 項 目 ：地 中 熱 利 用 システムにおける熱 量 計 測 技 術

の実 証  

 

株 式 会 社 セブン-イレブン・ジャパン 

研 究 実 施 場 所 ： 全 国 で３箇 所  

研 究 項 目 ：実 証 サイトの提 供 および実 機 の運 転 管 理  

 

応 用 地 質 株 式 会 社  

研 究 実 施 場 所 ： エネルギー事 業 部 （埼 玉 県 さいたま市 ）

          東 北 支 社 （宮 城 県 仙 台 市 ） 

          計 測 システム事 業 部 （茨 城 県 つくば市 ） 

研 究 項 目 ：地 中 熱 ヒートポンプ導 入 準 備 、熱 量 計 測 ・

データ整 理 、計 測 手 法 ・推 定 方 法 に関 する検 討 。計 測

機 器 の検 討  

 

株 式 会 社 角 藤  

研 究 実 施 場 所 ： 本 社 設 計 室 （長 野 県 長 野 市 ） 

           中 南 信 支 店 （長 野 県 松 本 市 ） 

           研 究 開 発 部 （長 野 県 長 野 市 ） 

研 究 項 目 ：地 中 熱 設 備 導 入 、正 確 な計 測 ・モニタリング 

 

サンポット株 式 会 社  

研 究 実 施 場 所 ： 本 社 工 場 （岩 手 県 花 巻 市 ） 

          帯 広 営 業 所 （北 海 道 帯 広 市 ） 

研 究 項 目 ：実 証 実 験 設 備 の整 備 、計 測 技 術 の開 発 。 

 

株 式 会 社 萩 原 ボーリング  

研 究 実 施 場 所 ： 山 梨 大 学 工 学 部 機 械 システム工 学 科

実 験 室 （山 梨 県 甲 府 市 ） 

研 究 項 目 ：地 中 熱 熱 量 計 測 技 術  

 

学 校 法 人 北 海 道 尚 志 学 園  

研 究 実 施 場 所 ： 北 海 道 工 業 大 学 （北 海 道 札 幌 市 ） 

研 究 項 目 ：簡 易 熱 計 測 技 術 の開 発  

 

NPO法 人 地 中 熱 利 用 促 進 協 会  

研 究 実 施 場 所 ： 事 務 局 （東 京 都 杉 並 区 ） 

研 究 項 目 ：委 員 会 設 置 ・運 営 と総 合 技 術 評 価  

共 同 研 究  

（ＮＥＤＯ負 担 率 ２／３） 

ＮＥＤＯ 
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平成２４年度事業実施体制図 

③雪氷熱利用計測技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株 式 会 社 土 谷 特 殊 農 機 具 製 作 所  

研 究 実 施 場 所 ： 土 谷 特 殊 農 機 具 製 作 所 本 社 （北 海 道

帯 広 市 ） 

研 究 項 目 ：アイスシェルタの製 作 、温 度 、湿 度 データの測

定 。測 定 機 器 の開 発 。 

国 立 大 学 法 人 帯 広 畜 産 大 学  

研 究 実 施 場 所 ：帯 広 畜 産 大 学 （北 海 道 帯

広 市 ） 

研 究 項 目 ：各 観 測 データの回 収 。解 析

（温 度 、湿 度 、風 量 データの検 証 と建 物 の

熱 収 支 の算 出 。各 観 測 で得 られた全 熱 量

の比 較 、検 証 。観 測 技 術 の低 コスト化 の

検 討 。 

共 同 実 施  

ＮＥＤＯ 

共 同 研 究  

（ＮＥＤＯ負 担 率 ２／３） 

公 立 大 学 法 人 北 九 州 市 立 大 学  

研 究 実 施 場 所 ：国 際 環 境 工 学 部 （福 岡 県

北 九 州 市 ） 

研 究 項 目 ：ヒートポンプ機 内 計 測 試 験 計

画 の西 部 検 討 。実 証 計 測 の実 施 支 援 。

データ分 析 、理 論 化 。 

共 同 実 施  

再 委 託  

共 同 研 究  

（ＮＥＤＯ負 担 率 ２／３） 

新 日 鉄 エンジニアリング株 式 会 社  

研 究 実 施 場 所 ： 新 日 鉄 エンジニアリング北 九 州 技 術 セ

ンタＥ館 （福 岡 県 北 九 州 市 ） 

新 日 鉄 エンジニアリング北 九 州 地 区 寮 （福 岡 県 北 九 州

市 ） 

研 究 項 目 ：管 外 計 測 装 置 による計 測 技 術 。ヒートポンプ

機 内 計 測 値 による熱 量 計 測 技 術  

研 究 実 施 場 所 ：  

研 究 項 目 ：管 外 装 置 の製 作 検 討 。実 証 計

測 の実 施 支 援 （装 置 試 作 、適 正 な計 測 器

の選 定 等 ）。データ分 析 （計 測 精 度 ）、シス

テム改 良 。 

日 本 電 技 株 式 会 社  
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